
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
一
条

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
四
年
徳
島
県
条
例
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
の
前
の
見
出
し
を
「（
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
公
共
土
木
施
設
災
害
応
急
作
業
手
当
の
特
例
）」
に
改
め
、
同
項
か
ら
附
則
第
六
項
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。

２

職
員
が
東
日
本
大
震
災
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
及
び
こ
れ
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災
害
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
に

対
処
す
る
た
め
次
に
掲
げ
る
作
業
に
従
事
し
た
と
き
は
、
公
共
土
木
施
設
災
害
応
急
作
業
手
当
を
支
給
す
る
。

一

原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
原
子
力
災
害
対
策
本
部
長
の
地
方
公
共
団
体
の
長
に
対
す
る
指
示
（
以

下
「
原
子
力
災
害
対
策
本
部
長
指
示
」
と
い
う
。）
に
よ
り
、
同
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二

百
二
十
三
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
警
戒
区
域
に
設
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
に
お
い
て
行
う
作
業

二

原
子
力
災
害
対
策
本
部
長
指
示
に
よ
り
、
居
住
者
等
が
避
難
の
た
め
の
立
退
き
又
は
計
画
的
な
立
退
き
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
に
お
い
て
行
う
作
業
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の

を
除
く
。）

三

原
子
力
災
害
対
策
本
部
長
指
示
に
よ
り
、
居
住
者
等
が
屋
内
へ
の
退
避
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
区
域
の
屋
外
に
お
い
て
行
う
作
業
（
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
す
る
公
共
土
木
施
設
災
害
応
急
作
業
手
当
の
額
は
、
作
業
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
作
業
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め

る
額
と
す
る
。

一

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
屋
外
に
お
い
て
行
う
も
の

一
万
円
（
心
身
に
著
し
い
負
担
を
与
え
る
と
人
事
委
員
会
が
認
め
る
作
業
に
従
事
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二

万
円
）

第
二
十
八
号

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
三
日
提
出

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

再
校

第
二
十
八
号

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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二

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
屋
内
に
お
い
て
行
う
も
の

二
千
円

三

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
屋
外
に
お
い
て
行
う
も
の

五
千
円

四

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
屋
内
に
お
い
て
行
う
も
の

千
円

五

前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
作
業

二
千
五
百
円

４

同
一
の
日
に
お
い
て
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
作
業
の
う
ち
二
以
上
の
作
業
に
従
事
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
二
以
上
の
作
業
の
う
ち
手
当
の
額
が
最
も
高
い
も
の
に
係
る
手
当

以
外
の
手
当
は
支
給
し
な
い
。

５

附
則
第
三
項
第
一
号
、
第
三
号
又
は
第
五
号
の
作
業
に
従
事
し
た
時
間
が
一
日
に
つ
い
て
四
時
間
に
満
た
な
い
場
合
に
お
け
る
そ
の
日
の
当
該
作
業
に
係
る
公
共
土
木
施
設
災
害
応

急
作
業
手
当
の
額
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
受
け
る
べ
き
額
に
百
分
の
六
十
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

６

職
員
が
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
作
業
に
引
き
続
き
五
日
以
上
従
事
し
た
場
合
の
公
共
土
木
施
設
災
害
応
急
作
業
手
当
の
額
は
、
同
条

第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
額
に
、
当
該
作
業
に
引
き
続
き
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
同
項
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
の
百
分
の

百
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

附
則
第
七
項
を
削
る
。

第
二
条

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

困
難
折
衝
等
業
務
手
当

二

取
締
等
業
務
手
当

三

危
険
等
予
防
業
務
手
当

四

危
険
業
務
手
当

五

危
険
現
場
作
業
手
当

六

訓
練
業
務
手
当

第
二
条
中
第
七
号
か
ら
第
二
十
三
号
ま
で
を
削
り
、
第
二
十
四
号
を
第
七
号
と
す
る
。

第
三
条
か
ら
第
八
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
困
難
折
衝
等
業
務
手
当
）

第
三
条

困
難
折
衝
等
業
務
手
当
は
、
職
員
が
次
に
掲
げ
る
業
務
に
従
事
し
た
場
合
に
支
給
す
る
。

一

納
税
義
務
者
、
滞
納
者
等
に
対
し
て
行
う
県
税
の
賦
課
徴
収
の
業
務
で
知
事
が
定
め
る
も
の
又
は
国
税
犯
則
取
締
法
（
明
治
三
十
三
年
法
律
第
六
十
七
号
）
に
関
す
る
業
務
で
知

三
校
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事
が
定
め
る
も
の

二

土
地
の
取
得
等
に
関
し
権
利
者
と
直
接
接
し
て
行
う
交
渉
業
務
で
知
事
が
定
め
る
も
の

三

道
路
、
河
川
、
国
有
財
産
等
の
境
界
確
定
に
関
す
る
交
渉
業
務
で
知
事
が
定
め
る
も
の

四

徳
島
県
港
湾
施
設
管
理
条
例
（
昭
和
三
十
年
徳
島
県
条
例
第
三
十
二
号
）
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
（
同
条
例
別
表
第
二
に
規
定
す
る
定
期
貨
客
船
以
外
の
船
舶
の
係
留
に

係
る
も
の
に
限
る
。）
の
徴
収
業
務
で
知
事
が
定
め
る
も
の

五

要
保
護
者
等
に
対
し
て
行
う
指
導
、
相
談
又
は
調
査
に
関
す
る
業
務
で
知
事
が
定
め
る
も
の

２

困
難
折
衝
等
業
務
手
当
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

前
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
七
百
五
十
円
（
業
務
の
全
部
又
は
一
部
が
次
に
掲
げ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
額
に
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
額
を
加
算
し
た
額
）

イ

夜
間
（
午
後
七
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で
の
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
に
行
わ
れ
た
場
合
（
深
夜
（
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
に
も

行
わ
れ
た
場
合
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）

百
九
十
円

ロ

深
夜
に
行
わ
れ
た
場
合

三
百
八
十
円

二

前
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
特
に
困
難
で
あ
る
も
の
と
し
て
知
事
が
定
め
る
業
務

業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
千
円
（
業
務
の
全
部
又
は
一
部

が
次
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
額
に
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
額
を
加
算
し
た
額
）

イ

夜
間
に
行
わ
れ
た
場
合

二
百
五
十
円

ロ

深
夜
に
行
わ
れ
た
場
合

五
百
円

三

前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
業
務
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
六
百
円
（
業
務
の
全
部
又
は
一
部
が
次
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当

該
額
に
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
額
を
加
算
し
た
額
）

イ

夜
間
に
行
わ
れ
た
場
合

百
五
十
円

ロ

深
夜
に
行
わ
れ
た
場
合

三
百
円

四

前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
特
に
困
難
で
あ
る
も
の
と
し
て
知
事
が
定
め
る
業
務

業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
八
百
円
（
業
務
の
全
部
又
は
一
部
が
次
に
掲
げ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
額
に
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
額
を
加
算
し
た
額
）

イ

夜
間
に
行
わ
れ
た
場
合

二
百
円

ロ

深
夜
に
行
わ
れ
た
場
合

四
百
円

３

前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
員
が
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
国
税
犯
則
取
締
法
の
規
定
に
よ
る
犯
則
事
件
の
取
締
り
に
関
す
る
業
務
に
従
事

再
校
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し
た
と
き
に
お
け
る
困
難
折
衝
等
業
務
手
当
の
額
は
、
前
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
額
に
、
当
該
業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
五
百
五
十
円
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

４

第
二
項
第
三
号
及
び
第
四
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
職
員
が
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第

九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
調
査
又
は
同
法
第
九
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
臨
検
若
し
く
は
捜
索
等
の
業
務
に
従
事
し
た
と
き
に
お
け
る
困
難
折
衝
等
業
務
手
当
の
額
は
、
第
二
項

第
三
号
又
は
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
額
に
、
当
該
業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
五
百
円
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

（
取
締
等
業
務
手
当
）

第
四
条

取
締
等
業
務
手
当
は
、
職
員
が
次
に
掲
げ
る
業
務
に
従
事
し
た
場
合
に
支
給
す
る
。

一

取
締
船
に
乗
船
し
て
行
う
漁
業
取
締
り
の
業
務
又
は
取
締
船
に
乗
船
し
な
い
で
漁
業
監
督
吏
員
と
し
て
行
う
漁
業
取
締
り
の
業
務

二

不
法
投
棄
等
の
取
締
り
等
の
た
め
の
指
導
又
は
監
督
の
業
務
で
知
事
が
定
め
る
も
の

三

道
路
、
河
川
、
海
岸
、
港
湾
、
森
林
等
の
管
理
に
関
す
る
法
令
違
反
又
は
砂
利
採
取
若
し
く
は
採
石
に
関
す
る
法
令
違
反
の
取
締
り
業
務
で
知
事
が
定
め
る
も
の

四

徳
島
県
生
活
環
境
保
全
条
例
（
平
成
十
七
年
徳
島
県
条
例
第
二
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
る
特
定
事
業
に
関
す
る
条
例
違
反
の
指
導
業
務
で
知
事
が
定
め
る
も
の

２

取
締
等
業
務
手
当
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
五
百
五
十
円
（
業
務
の
全
部
又
は
一
部
が
次
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
額
に
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
額
を
加
算
し
た
額
）

イ

夜
間
に
行
わ
れ
た
場
合

百
四
十
円

ロ

深
夜
に
行
わ
れ
た
場
合

二
百
八
十
円

二

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
特
に
困
難
で
あ
る
も
の
と
し
て
知
事
が
定
め
る
業
務

業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
七
百
五
十
円
（
業
務
の
全
部
又
は
一
部
が
次
に
掲

げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
額
に
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
額
を
加
算
し
た
額
）

イ

夜
間
に
行
わ
れ
た
場
合

百
九
十
円

ロ

深
夜
に
行
わ
れ
た
場
合

三
百
八
十
円

三

前
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
七
百
五
十
円
（
業
務
の
全
部
又
は
一
部
が
次
に
掲
げ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
額
に
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
額
を
加
算
し
た
額
）

イ

夜
間
に
行
わ
れ
た
場
合

百
九
十
円

ロ

深
夜
に
行
わ
れ
た
場
合

三
百
八
十
円

四

前
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
特
に
困
難
で
あ
る
も
の
と
し
て
知
事
が
定
め
る
業
務

業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
千
円
（
業
務
の
全
部
又
は
一
部

が
次
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
額
に
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
額
を
加
算
し
た
額
）
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イ

夜
間
に
行
わ
れ
た
場
合

二
百
五
十
円

ロ

深
夜
に
行
わ
れ
た
場
合

五
百
円

（
危
険
等
予
防
業
務
手
当
）

第
五
条

危
険
等
予
防
業
務
手
当
は
、
職
員
が
次
に
掲
げ
る
業
務
に
従
事
し
た
場
合
に
支
給
す
る
。

一

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
の
規
定
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
、
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
に
関
す
る
立
入
検
査
等

（
関
係
帳
簿
書
類
の
検
査
を
除
く
。）
の
業
務

二

浄
化
槽
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
五
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
（
現
に
使
用
に
供
し
て
い
る
浄
化
槽
（
同
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
浄
化

槽
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
に
係
る
も
の
に
限
る
。）
の
業
務

三

廃
棄
物
処
理
施
設
又
は
浄
化
槽
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
の
検
査
の
業
務

四

人
体
か
ら
排
出
さ
れ
る
ふ
ん
便
の
集
団
的
検
査
の
業
務

五

大
気
汚
染
防
止
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ば
い
煙
発
生
施
設
等
そ
の
他
の
物
件
（
関
係
帳
簿
書
類
を
除
く
。）
の
立
入
検
査

の
業
務

六

水
質
汚
濁
防
止
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
施
設
そ
の
他
の
物
件
（
関
係
帳
簿
書
類
を
除
く
。）
の
立
入
検
査
の
業
務

七

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
施
設
そ
の
他
の
物
件
（
関
係
帳
簿
書
類
を
除
く
。）
の
立
入
検

査
の
業
務

八

化
製
場
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
四
十
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
化
製
場
又
は
死
亡
獣
畜
取
扱
場
の
立
入
検
査
の
業
務

２

危
険
等
予
防
業
務
手
当
の
額
は
、
業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
三
百
十
円
と
す
る
。

（
危
険
業
務
手
当
）

第
六
条

危
険
業
務
手
当
は
、
職
員
が
次
に
掲
げ
る
業
務
に
従
事
し
た
場
合
に
支
給
す
る
。

一

人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
感
染
症
（
以
下
「
感
染
症
」
と
い
う
。）
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
感
染
症
の
患
者
若
し
く
は
感
染
症
の
疑
い
の

あ
る
患
者
の
救
護
の
業
務
又
は
感
染
症
の
病
原
体
に
汚
染
さ
れ
、
若
し
く
は
汚
染
さ
れ
た
疑
い
の
あ
る
物
件
の
処
理
業
務

二

感
染
症
の
病
原
体
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
区
域
に
お
け
る
感
染
症
の
患
者
の
診
療
、
看
護
若
し
く
は
入
院
の
た
め
の
移
送
の
業
務
又
は
感
染
症
の
病
原
体
に
汚
染
さ
れ
、
若
し
く
は

汚
染
さ
れ
た
疑
い
の
あ
る
物
件
の
処
理
業
務

三

保
健
師
と
し
て
行
う
感
染
症
又
は
結
核
の
患
者
に
対
す
る
面
接
療
養
指
導
の
業
務

四

人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
家
畜
伝
染
病
の
病
原
体
を
有
す
る
家
畜
又
は
病
原
体
を
有
す
る
疑
い
の
あ
る
家
畜
に
対
す
る
防
疫
業
務
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五

感
染
症
等
の
病
原
体
の
検
索
又
は
培
養
検
査
の
業
務

六

人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
有
害
物
を
使
用
し
て
行
う
健
康
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
程
度
の
試
験
、
研
究
又
は
検
査
（
立
入
検
査
を
含
む
。）
の
業
務

七

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
の
規
定
に
よ
る
液
化
石
油
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
に
係
る
検
定
又
は
検
査
（
立
入
検
査
に
限
る
。）
の
業
務

八

家
畜
の
飼
養
等
の
管
理
業
務

九

知
事
が
定
め
る
放
射
線
に
関
す
る
業
務

十

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
。
以
下
「
精
神
保
健
福
祉
法
」
と
い
う
。）
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
精
神

障
害
者
又
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
者
の
居
住
す
る
家
庭
を
訪
問
し
て
行
う
調
査
の
業
務

十
一

精
神
保
健
指
定
医
と
し
て
行
う
精
神
保
健
福
祉
法
第
二
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
診
察
の
業
務

十
二

前
号
に
規
定
す
る
精
神
保
健
指
定
医
に
よ
る
診
察
へ
の
立
会
い
の
業
務

十
三

精
神
保
健
福
祉
法
第
二
十
九
条
の
二
の
二
第
一
項
又
は
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
精
神
障
害
者
の
病
院
へ
の
移
送
の
業
務

十
四

精
神
保
健
福
祉
法
第
四
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
相
談
及
び
指
導
の
業
務
で
知
事
が
定
め
る
も
の

十
五

狂
犬
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
四
十
七
号
）
の
規
定
に
よ
る
犬
の
捕
獲
、
抑
留
、
殺
処
分
若
し
く
は
病
性
鑑
定
又
は
こ
う
傷
犬
の
診
断
の
業
務

十
六

と
畜
場
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
獣
畜
の
と
さ
つ
又
は
解
体
に
係
る
検
査
の
業
務

十
七

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
、
同
法
第
三
十
五

条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
引
取
り
又
は
同
法
第
三
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
収
容
の
業
務

十
八

徳
島
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
徳
島
県
条
例
第
八
号
）
の
規
定
に
よ
る
飼
い
犬
の
捕
獲
、
収
容
又
は
殺
処
分
の
業
務

十
九

航
空
機
に
搭
乗
し
て
行
う
、
大
気
又
は
海
洋
の
汚
染
状
況
の
調
査
の
業
務
、
災
害
時
に
お
け
る
救
助
活
動
の
業
務
そ
の
他
こ
れ
ら
の
業
務
に
相
当
す
る
も
の
と
知
事
が
認
め
る

業
務

２

危
険
業
務
手
当
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

前
項
第
一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
（
次
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
三
百
十
円

二

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
感
染
症
の
患
者
の
入
院
の
た
め
の
移
送
の
業
務

業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
五
百
五
十
円

三

前
項
第
六
号
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
又
は
ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
内
に
お
い
て
行
う
も
の

業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
三
百
六
十
円

四

前
項
第
八
号
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
特
に
困
難
で
あ
る
も
の
と
し
て
知
事
が
定
め
る
業
務

業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
四
百
円

五

前
項
第
九
号
に
掲
げ
る
業
務

業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
三
百
五
十
円

六

前
項
第
十
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
及
び
第
十
四
号
に
掲
げ
る
業
務
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
四
百
円
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七

前
項
第
十
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
及
び
第
十
四
号
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
特
に
困
難
で
あ
る
も
の
と
し
て
知
事
が
定
め
る
業
務

業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
五
百
五
十
円

八

前
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
業
務

業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
五
百
五
十
円

九

前
項
第
十
五
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務

業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
七
百
五
十
円

十

前
項
第
十
九
号
に
掲
げ
る
業
務
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

航
空
機
に
搭
乗
し
た
時
間
一
時
間
に
つ
き
千
九
百
円

十
一

前
項
第
十
九
号
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
特
に
危
険
又
は
困
難
な
業
務
で
あ
っ
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
も
の

前
号
の
規
定
に
よ
る
額
に
、
業
務
に
従
事
し
た
時
間
一
時

間
に
つ
き
当
該
額
の
百
分
の
三
十
に
相
当
す
る
額
を
加
算
し
た
額

３

前
項
第
十
号
及
び
第
十
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
飛
行
中
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
降
下
し
て
同
項
第
十
号
又
は
第
十
一
号
に
掲
げ
る
業
務
に
従
事
し
た
と
き
に
お
け
る
危
険
業

務
手
当
の
額
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
額
に
、
そ
の
降
下
し
た
日
一
日
に
つ
き
八
百
七
十
円
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

（
危
険
現
場
作
業
手
当
）

第
七
条

危
険
現
場
作
業
手
当
は
、
職
員
が
次
に
掲
げ
る
作
業
又
は
業
務
に
従
事
し
た
場
合
に
支
給
す
る
。

一

傾
斜
地
、
不
整
地
等
に
お
け
る
道
路
運
送
車
両
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
七
十
四
号
）
別
表
第
一
に
掲
げ
る
大
型
特
殊
自
動
車
若
し
く
は
小
型
特
殊
自
動
車
の

運
転
作
業
又
は
知
事
が
定
め
る
農
業
用
機
械
の
運
転
作
業

二

火
薬
類
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
又
は
高
圧
ガ
ス
保
安
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
）
の
規
定
に
よ
る
保
安
検
査
、
立
入
検
査
、
自
主
検
査
の

立
会
い
又
は
災
害
調
査
の
業
務

三

地
上
又
は
水
面
上
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
足
場
の
不
安
定
な
箇
所
に
お
け
る
測
量
、
調
査
、
指
導
監
督
そ
の
他
の
業
務
で
知
事
が
定
め
る
も
の

四

橋
脚
の
基
礎
工
事
そ
の
他
河
川
、
港
湾
等
に
お
け
る
こ
れ
に
類
す
る
工
事
に
お
け
る
水
面
下
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
深
所
で
行
う
調
査
又
は
指
導
監
督
の
業
務

五

交
通
を
遮
断
す
る
こ
と
な
く
行
う
道
路
の
維
持
修
繕
、
測
量
そ
の
他
の
作
業
で
知
事
が
定
め
る
も
の

六

海
上
に
あ
る
異
形
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
足
場
の
不
安
定
な
箇
所
に
お
け
る
検
査
、
指
導
監
督
若
し
く
は
調
査
の
業
務
又
は
水
上
に
お
け
る
流
木
の
除
去
等
の
作
業

七

調
査
又
は
研
究
の
た
め
船
舶
に
乗
り
込
ん
で
行
う
採
水
、
採
泥
等
の
作
業

八

崩
壊
、
転
落
等
の
危
険
性
の
あ
る
急
傾
斜
地
等
に
お
け
る
現
場
調
査
又
は
検
査
の
業
務
、
工
事
用
重
機
が
稼
働
し
て
い
る
現
場
に
お
け
る
指
導
監
督
の
業
務
そ
の
他
こ
れ
ら
の
業

務
に
相
当
す
る
危
険
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
知
事
が
定
め
る
業
務

九

ト
ン
ネ
ル
の
坑
内
に
お
け
る
ト
ン
ネ
ル
掘
り
作
業
の
指
導
監
督
の
業
務

十

洪
水
警
戒
体
制
時
の
ダ
ム
管
理
業
務

十
一

異
常
な
自
然
現
象
に
よ
り
重
大
な
災
害
が
発
生
し
、
若
し
く
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
次
に
掲
げ
る
現
場
に
お
い
て
行
う
巡
回
監
視
の
業
務
又
は
当
該
現
場
に
お
け
る
重
大

な
災
害
の
発
生
し
た
箇
所
若
し
く
は
発
生
す
る
お
そ
れ
の
著
し
い
箇
所
に
お
い
て
行
う
応
急
作
業
若
し
く
は
応
急
作
業
の
た
め
の
災
害
状
況
の
調
査
の
業
務
（
次
項
に
お
い
て
「
応
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急
作
業
等
」
と
い
う
。）

イ

河
川
の
堤
防
等

ロ

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
通
行
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
区
間
内
の
道
路
又
は
そ
の
周
辺

ハ

港
湾
施
設
等

ニ

土
地
改
良
施
設

ホ

治
山
施
設
等

十
二

潜
水
器
具
を
着
用
し
て
行
う
潜
水
作
業

２

危
険
現
場
作
業
手
当
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
作
業
又
は
業
務
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
作
業

作
業
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
三
百
円

二

前
項
第
二
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
又
は
作
業
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）

業
務
又
は
作
業
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
三
百
五
十
円

三

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
業
務
の
う
ち
災
害
調
査
の
業
務

業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
七
百
五
十
円

四

前
項
第
九
号
に
掲
げ
る
業
務

業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
四
百
五
十
円

五

前
項
第
十
号
に
掲
げ
る
業
務

業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
四
百
八
十
円

六

前
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
業
務
又
は
作
業

業
務
又
は
作
業
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
、
次
に
掲
げ
る
業
務
又
は
作
業
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額

イ

巡
回
監
視

七
百
十
円

ロ

応
急
作
業
等

千
八
十
円

七

前
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
作
業

作
業
に
従
事
し
た
時
間
一
時
間
に
つ
き
、
次
に
掲
げ
る
潜
水
深
度
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額

イ

二
十
メ
ー
ト
ル
ま
で

三
百
五
十
円

ロ

二
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
三
十
メ
ー
ト
ル
ま
で

七
百
八
十
円

ハ

三
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合

千
五
百
円

３

前
項
第
六
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
業
務
又
は
作
業
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
お
け
る
危
険
現
場
作
業
手
当
の
額
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額

を
、
前
項
第
六
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
業
務
又
は
作
業
の
区
分
に
応
じ
当
該
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
額
（
以
下
「
基
本
額
」
と
い
う
。）
に
そ
れ
ぞ
れ
加
算
し
た
額
と
す
る
。

一

日
没
時
か
ら
日
出
時
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
た
場
合

基
本
額
の
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
額

二

知
事
が
特
に
危
険
で
あ
る
と
認
め
る
区
域
で
行
わ
れ
た
場
合

基
本
額
の
百
分
の
百
に
相
当
す
る
額

（
訓
練
業
務
手
当
）
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第
八
条

訓
練
業
務
手
当
は
、
職
員
が
火
災
防
御
訓
練
又
は
救
助
訓
練
の
実
技
指
導
の
業
務
に
従
事
し
た
場
合
に
支
給
す
る
。

２

訓
練
業
務
手
当
の
額
は
、
業
務
に
従
事
し
た
日
一
日
に
つ
き
五
百
五
十
円
と
す
る
。

第
九
条
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
を
削
り
、
第
二
十
六
条
を
第
九
条
と
し
、
第
二
十
七
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
を
十
七
条
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

附
則
第
二
項
の
前
の
見
出
し
、
同
項
、
附
則
第
三
項
及
び
第
五
項
中
「
公
共
土
木
施
設
災
害
応
急
作
業
手
当
」
を
「
危
険
現
場
作
業
手
当
」
に
改
め
、
附
則
第
六
項
中
「
第
二
十
条
第

一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
」
を
「
第
七
条
第
一
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
業
務
又
は
」
に
、「
公
共
土
木
施
設
災
害
応
急
作
業
手
当
」
を
「
危
険
現
場
作
業
手
当
」
に
、「
同
条
第
二
項
」
を
「
同

条
第
二
項
第
六
号
及
び
第
三
項
」
に
、「
同
項
の
」
を
「
同
号
又
は
同
項
の
」
に
、「
当
該
作
業
」
を
「
当
該
業
務
又
は
作
業
」
に
、「
同
項
各
号
」
を
「
同
号
イ
又
は
ロ
」
に
、「
区
分
に

応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
」
を
「
業
務
又
は
作
業
の
区
分
に
応
じ
基
本
額
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
附
則
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

提
案
理
由

社
会
経
済
情
勢
及
び
職
員
の
職
務
内
容
の
変
化
の
状
況
に
鑑
み
、
特
殊
勤
務
手
当
に
つ
い
て
再
編
す
る
等
の
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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